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研究成果の概要： 

 日本語教育振興会は、第二次大戦期に日本語教育を統括していた、文部省の管轄下の組織で
ある。従来は文部省が指導性を発揮し設置した組織と理解されてきたが、本研究により興亜院
の強い要請により曲折を経て成立したことが判明し、日本語教育史の見直しを迫るところとな
った。また、振興会設置の過程においては文部省内に国語課が新設され、国語課は今日の日本
語教育行政の基となっている。一方振興会の方は、戦後になると資産を（財）言語文化研究所
に継承させながら、日本語教育施策の中核からは外れ、日本語教育実施機関としての機能を果
たしていく。この変容については、更なる研究の継続が必要である。 
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１．研究開始当初の背景 
 前科研「第２次大戦期 興亜院の日本語教
育に関する調査研究」（平成14年度～16年度、
課題番号：4380120）において、第二次大戦
期の日本語教育施策は従来の常識とは異な
り、文部省よりも興亜院に指導性があること
を発見し、従来文部省の主導下で設置された
とされてきた日本語教育振興会についての
調査研究を行い、その日本語教育史上および
言語政策史上の位置づけの再評価が必要と
考えた。 
 
 

２．研究の目的 
 第二次大戦期の日本語教育施策が従来か
ら考えられてきたように、文部省の主導性が
中核にあったのか、興亜院の指導性がどのよ
うに日本語教育施策に影響を及ぼしていた
のか、を意識しながら日本語教育振興会の
「活動のデータベース化」および「その位置
づけの再評価」を行うことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 （１）日本語教育振興会の「活動のデータ
ベース化」として機関紙である『日本語』の
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「彙報」データベース化を行い、どのような
人物がどのような活動を行っていたかを把
握するための資料を作成した。 
 
（２）同じく、『日本語』の「目次」のデ

ータベース化を行い、当時の日本語教育が興
味をもつ事項・研究方向、執筆者の専門性を
把握するための資料を作成した。 
 

 （３）日本語教育振興会の「運営実態の解
明および再評価のための基礎資料」として理
事会記録のデータベース化を行い、理事の構
成（文部省・興亜院等）、討議内容等を把握
するための資料を作成した。 
 
 
４．研究成果 
 （１）従来文部省が指導性を発揮し設置し
た組織と理解されてきた日本語教育振興会
は、興亜院（後に大東亜省に改組）の強い要
請により曲折を経て成立したことが判明し
た。 
 
 （２）興亜院と日本語教育振興会は、設立
経緯に関しては興亜院の指導性が見られ、ま
た日本語教師養成科目構成などにおいても
興亜院の要求が振興会に及んでいることが
窺われる。 
 
 （３）日本語教員派遣については、興亜院
と振興会の間には、かなりの差異が感じられ
る。 
 興亜院は中国に 1000 人弱の「支那派遣教
員」を派遣し、振興会も 1000 人に近い数の
「日本語教師」を派遣する。 
 両者は派遣する地域を分掌しているし、同
じ日本語教育を目的とする派遣でも職名が
違っている。 
 
 （４）日本語教育振興会の日本語教員養成
の科目構成は第二次大戦中は興亜院と同じ
ように「日本精神の錬成」に重点が置かれる。
しかし、戦後の日本語教員養成は、言語学的
内容・教授法に重点が置かれる。 
 しかも戦後の第 1回目の日本語教員養成は、
1945 年秋に行われている。 
 
 このことは、以下を意味させてくれよう。 
① 終戦の数ヵ月後に日本語教員養成を再開

させていることは、文部省・外務省が日
本語教育への興味を失ったわけではなか
ったこと。 

② 振興会の日本語教員養成の科目構成が第
二次大戦中においては興亜院に近かった
ことは、興亜院の力関係における影響が
強かったことの証明となろうが、終戦の
数ヵ月後に再開させる日本語教員養成に

おいては科目構成内容を変えるというこ
とは、振興会側の望んでいた日本語教員
養成科目構成内容は、戦中のそれとは異
なっていたのではないかという想像をさ
せてくれる。 

 
 （５）日本語教育振興会は、戦後、資産を
（財）言語文化研究所に継承させ、日本語教
員養成を継続しながら、米軍関係の日本語教
育を担い、更にはキリスト教関係者に対する
日本語教育を引き受ける等、日本語教育実施
機関としての機能に集約していき、日本全体
の日本語教育の中核的位置を薄めていく。 
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